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(57)【要約】
【課題】ドキュメント間の文単位での高いトレーサビリ
ティを実現する。
【解決手段】第１の文書に対応する第１の文章情報に含
まれる第１の文を文単位で指定可能に第１の文章表示領
域に記憶させ、一文が任意に指定された場合に、この一
文に対応付けられた第１の文識別情報と閾値を超える関
連値とがともに含まれる関連値情報における、第２の文
書に対応する第２の文章情報に含まれる第２の文識別情
報を抽出し、この第２の文識別情報に対応付けられた見
出し識別情報が示す文および第２の文識別情報が識別す
る文を文章情報記憶部１３から読み込み、その見出し識
別情報が示す文を見出しとするとともに第２の文識別情
報が識別する文を候補文として、表示制御部１６の候補
文表示領域に記憶させるトレース管理部１７を備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　文書における所定の範囲内の文章から、文ごとに前記文を識別する文識別情報と前記文
が属する見出しを識別する見出し識別情報とを前記文に対応付けた、文章情報を生成する
文章情報生成部と、
　前記文章情報を記憶する文章情報記憶部と、
　前記文章情報記憶部に記憶された、第１の文書に対応する第１の文章情報に含まれる第
１の文と第２の文書に対応する第２の文章情報に含まれる第２の文との、文同士の関連値
を計算し、前記第１の文章情報に含まれる第１の文識別情報と前記第２の文章情報に含ま
れる第２の文識別情報と前記関連値とを対応付けた関連値情報を生成する関連値情報生成
部と、
　前記関連値情報を記憶する関連値情報記憶部と、
　前記第１の文を表示させるための第１の文章表示領域と前記第２の文における候補文を
表示させるための候補文表示領域とを、表示記憶領域内に設定する表示制御部と、
　前記文章情報記憶部に記憶された前記第１の文を文単位で指定可能に前記第１の文章表
示領域に記憶させ、前記第１の文章表示領域から一文が任意に指定された場合に、前記関
連値情報記憶部から、前記一文に対応付けられた前記第１の文識別情報と閾値を超える関
連値とがともに含まれる関連値情報における前記第２の文識別情報を抽出し、前記第２の
文識別情報に対応付けられた前記見出し識別情報が示す文および前記第２の文識別情報が
識別する文を前記文章情報記憶部から読み込み、前記見出し識別情報が示す文を見出しと
するとともに前記第２の文識別情報が識別する文を前記候補文として、前記見出しおよび
前記候補文を前記候補文表示領域に記憶させるトレース管理部と、
　を備えることを特徴とするトレース支援装置。
【請求項２】
　前記トレース管理部は、前記第１の文章表示領域から一文が任意に指定された場合に、
前記関連値情報記憶部から、前記一文に対応付けられた前記第１の文識別情報が含まれる
関連値情報における、前記第２の文識別情報および関連値を、前記関連値が大きな順に所
定数分抽出する
　ことを特徴とする請求項１に記載のトレース支援装置。
【請求項３】
　前記トレース管理部は、前記第２の文において、前記候補文よりも前の文および前記候
補文よりも後の文またはいずれか一方の文を、前記候補文表示領域にさらに記憶させる
　ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載のトレース支援装置。
【請求項４】
　前記表示制御部は、前記第２の文における対応付文を表示させるための対応付文表示領
域を、前記表示記憶領域内にさらに設定し、
　前記トレース管理部は、前記候補文を選択可能に前記候補文表示領域に記憶させ、前記
候補文が選択された場合に、前記候補文を前記対応付文表示領域に記憶させるとともに、
前記候補文表示領域から前記候補文を削除する
　ことを特徴とする請求項１から請求項３までのいずれか一項に記載のトレース支援装置
。
【請求項５】
　前記表示制御部は、前記候補文表示領域および前記対応付文表示領域と前記第２の文を
表示させるための第２の文章表示領域とを、相互切り替え可能に前記表示記憶領域内にさ
らに設定し、
　前記トレース管理部は、前記候補文表示領域および前記対応付文表示領域が前記表示記
憶領域内に設定されている場合に、前記候補文表示領域における前記候補文または前記対
応付文表示領域における前記対応付文が指定されることに応じて、前記候補文表示領域お
よび前記対応付文表示領域から前記第２の文章表示領域に切り替えて、前記候補文または
前記対応付文を含む前記第２の文を前記第２の文章表示領域に記憶させる一方、
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　前記第２の文章表示領域が前記表示記憶領域内に設定されている場合に、前記第２の文
章表示領域における一文が任意に指定されることに応じて、前記第２の文章表示領域から
前記前記候補文表示領域および前記対応付文表示領域に切り替えて、前記候補文を前記候
補文表示領域に記憶させるとともに前記対応付文を前記対応付文表示領域に記憶させる
　ことを特徴とする請求項４に記載のトレース支援装置。
【請求項６】
　トレース支援装置と表示装置とを含むトレース支援システムにおいて、
　前記トレース支援装置は、
　文書における所定の範囲内の文章から、文ごとに前記文を識別する文識別情報と前記文
が属する見出しを識別する見出し識別情報とを前記文に対応付けた、文章情報を生成する
文章情報生成部と、
　前記文章情報を記憶する文章情報記憶部と、
　前記文章情報記憶部に記憶された、第１の文書に対応する第１の文章情報に含まれる第
１の文と第２の文書に対応する第２の文章情報に含まれる第２の文との、文同士の関連値
を計算し、前記第１の文章情報に含まれる第１の文識別情報と前記第２の文章情報に含ま
れる第２の文識別情報と前記関連値とを対応付けた関連値情報を生成する関連値情報生成
部と、
　前記関連値情報を記憶する関連値情報記憶部と、
　前記第１の文を表示させるための第１の文章表示領域と前記第２の文における候補文を
表示させるための候補文表示領域とを、表示記憶領域内に設定する表示制御部と、
　前記文章情報記憶部に記憶された前記第１の文を文単位で指定可能に前記第１の文章表
示領域に記憶させ、前記第１の文章表示領域から一文が任意に指定された場合に、前記関
連値情報記憶部から、前記一文に対応付けられた前記第１の文識別情報と閾値を超える関
連値とがともに含まれる関連値情報における前記第２の文識別情報を抽出し、前記第２の
文識別情報に対応付けられた前記見出し識別情報が示す文および前記第２の文識別情報が
識別する文を前記文章情報記憶部から読み込み、前記見出し識別情報が示す文を見出しと
するとともに前記第２の文識別情報が識別する文を前記候補文として、前記見出しおよび
前記候補文を前記候補文表示領域に記憶させるトレース管理部と、を備え、
　前記表示装置は、
　前記表示記憶領域に記憶された情報を取り込んで表示する表示部
　を備えることを特徴とするトレース支援システム。
【請求項７】
　文章情報生成部が、文書における所定の範囲内の文章から、文ごとに前記文を識別する
文識別情報と前記文が属する見出しを識別する見出し識別情報とを前記文に対応付けた、
文章情報を生成し、前記文章情報を文章情報記憶部に記憶させる文章情報生成ステップと
、
　関連値情報生成部が、前記文章情報記憶部に記憶された、第１の文書に対応する第１の
文章情報に含まれる第１の文と第２の文書に対応する第２の文章情報に含まれる第２の文
との、文同士の関連値を計算し、前記第１の文章情報に含まれる第１の文識別情報と前記
第２の文章情報に含まれる第２の文識別情報と前記関連値とを対応付けた関連値情報を生
成し、前記関連値情報を関連値情報記憶部に記憶させる関連値情報生成ステップと、
　表示制御部が、前記第１の文を表示させるための第１の文章表示領域と前記第２の文に
おける候補文を表示させるための候補文表示領域とを、表示記憶領域内に設定する表示領
域設定ステップと、
　トレース管理部が、前記文章情報記憶部に記憶された前記第１の文を文単位で指定可能
に前記第１の文章表示領域に記憶させ、前記第１の文章表示領域から一文が任意に指定さ
れた場合に、前記関連値情報記憶部から、前記一文に対応付けられた前記第１の文識別情
報と閾値を超える関連値とがともに含まれる関連値情報における前記第２の文識別情報を
抽出し、前記第２の文識別情報に対応付けられた前記見出し識別情報が示す文および前記
第２の文識別情報が識別する文を前記文章情報記憶部から読み込み、前記見出し識別情報
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が示す文を見出しとするとともに前記第２の文識別情報が識別する文を前記候補文として
、前記見出しおよび前記候補文を前記候補文表示領域に記憶させるトレース管理ステップ
と、
　を有することを特徴とするトレース支援方法。
【請求項８】
　文章情報記憶部および関連値情報記憶部を備えるコンピュータを、
　文書における所定の範囲内の文章から、文ごとに前記文を識別する文識別情報と前記文
が属する見出しを識別する見出し識別情報とを前記文に対応付けた、文章情報を生成し、
前記文章情報を前記文章情報記憶部に記憶させる文章情報生成部と、
　前記文章情報記憶部に記憶された、第１の文書に対応する第１の文章情報に含まれる第
１の文と第２の文書に対応する第２の文章情報に含まれる第２の文との、文同士の関連値
を計算し、前記第１の文章情報に含まれる第１の文識別情報と前記第２の文章情報に含ま
れる第２の文識別情報と前記関連値とを対応付けた関連値情報を生成し、前記関連値情報
を前記関連値情報記憶部に記憶させる関連値情報生成部と、
　前記第１の文を表示させるための第１の文章表示領域と前記第２の文における候補文を
表示させるための候補文表示領域とを、表示記憶領域内に設定する表示制御部と、
　前記文章情報記憶部に記憶された前記第１の文を文単位で指定可能に前記第１の文章表
示領域に記憶させ、前記第１の文章表示領域から一文が任意に指定された場合に、前記関
連値情報記憶部から、前記一文に対応付けられた前記第１の文識別情報と閾値を超える関
連値とがともに含まれる関連値情報における前記第２の文識別情報を抽出し、前記第２の
文識別情報に対応付けられた前記見出し識別情報が示す文および前記第２の文識別情報が
識別する文を前記文章情報記憶部から読み込み、前記見出し識別情報が示す文を見出しと
するとともに前記第２の文識別情報が識別する文を前記候補文として、前記見出しおよび
前記候補文を前記候補文表示領域に記憶させるトレース管理部と、
　として機能させるためのトレース支援プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、トレース支援装置、トレース支援システム、トレース支援方法、およびトレ
ース支援プログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的なシステム開発の工程として、要件定義、外部設計、内部設計等があり、各工程
において設計仕様書が作成される。また、例えば、研究論文のように、一定の研究成果が
得られた段階で第１回目の論文が執筆され、さらにその研究成果に基づいて進歩した研究
成果が得られた段階で第２回目の論文が執筆されるというような、論文のシリーズが作成
される場合もある。各開発工程において作成される設計仕様書や論文シリーズ等の一連の
ドキュメントにおいて、各ドキュメントの内容は、当該ドキュメントの前段階または後段
階のドキュメントの内容に関連していることが多い。
【０００３】
　このように、相互に関連した内容を有する複数のドキュメントにおける対応関係を提示
する技術が知られている（例えば、特許文献１および特許文献２参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００２－１８２９０８号公報
【特許文献２】特開平１１－２５９４８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　しかしながら、特許文献１記載のトレーサビリティ装置は、ドキュメント単位での対応
付けを行う装置であり、ドキュメント間の文の対応関係を利用者に提示することができな
い。また、特許文献２記載の文書検索装置は、文書検索において、文書間の関連度情報に
基づいて、関連度が高い文書の情報を表示させる装置である。よって、この文書検索装置
も、ドキュメント単位での関連性を取得する装置であるため、ドキュメント間の文の対応
関係を利用者に提示することができない。
　つまり、これら従来技術では、ドキュメント間の文の対応関係を把握するために、利用
者がドキュメントの内容を詳しく見比べる必要がある。
【０００６】
　したがって、従来、一連のドキュメントにおける文のトレーサビリティを向上させる技
術が望まれていた。
　そこで、本発明は、上記事情に鑑みてなされたものであり、ドキュメント間の文単位で
の高いトレーサビリティを実現する、トレース支援装置、トレース支援システム、トレー
ス支援方法、およびトレース支援プログラムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　［１］上記の課題を解決するため、本発明の一態様であるトレース支援装置は、文書に
おける所定の範囲内の文章から、文ごとに前記文を識別する文識別情報と前記文が属する
見出しを識別する見出し識別情報とを前記文に対応付けた、文章情報を生成する文章情報
生成部と、前記文章情報を記憶する文章情報記憶部と、前記文章情報記憶部に記憶された
、第１の文書に対応する第１の文章情報に含まれる第１の文と第２の文書に対応する第２
の文章情報に含まれる第２の文との、文同士の関連値を計算し、前記第１の文章情報に含
まれる第１の文識別情報と前記第２の文章情報に含まれる第２の文識別情報と前記関連値
とを対応付けた関連値情報を生成する関連値情報生成部と、前記関連値情報を記憶する関
連値情報記憶部と、前記第１の文を表示させるための第１の文章表示領域と前記第２の文
における候補文を表示させるための候補文表示領域とを、表示記憶領域内に設定する表示
制御部と、前記文章情報記憶部に記憶された前記第１の文を文単位で指定可能に前記第１
の文章表示領域に記憶させ、前記第１の文章表示領域から一文が任意に指定された場合に
、前記関連値情報記憶部から、前記一文に対応付けられた前記第１の文識別情報と閾値を
超える関連値とがともに含まれる関連値情報における前記第２の文識別情報を抽出し、前
記第２の文識別情報に対応付けられた前記見出し識別情報が示す文および前記第２の文識
別情報が識別する文を前記文章情報記憶部から読み込み、前記見出し識別情報が示す文を
見出しとするとともに前記第２の文識別情報が識別する文を前記候補文として、前記見出
しおよび前記候補文を前記候補文表示領域に記憶させるトレース管理部と、を備えること
を特徴とする。
【０００８】
　［２］上記［１］に記載のトレース支援装置において、前記トレース管理部は、前記第
１の文章表示領域から一文が任意に指定された場合に、前記関連値情報記憶部から、前記
一文に対応付けられた前記第１の文識別情報が含まれる関連値情報における、前記第２の
文識別情報および関連値を、前記関連値が大きな順に所定数分抽出することを特徴とする
。
　［３］上記［１］または［２］に記載のトレース支援装置において、前記トレース管理
部は、前記第２の文において、前記候補文よりも前の文および前記候補文よりも後の文ま
たはいずれか一方の文を、前記候補文表示領域にさらに記憶させることを特徴とする。
　［４］上記［１］から［３］までのいずれか一項に記載のトレース支援装置において、
前記表示制御部は、前記第２の文における対応付文を表示させるための対応付文表示領域
を、前記表示記憶領域内にさらに設定し、前記トレース管理部は、前記候補文を選択可能
に前記候補文表示領域に記憶させ、前記候補文が選択された場合に、前記候補文を前記対
応付文表示領域に記憶させるとともに、前記候補文表示領域から前記候補文を削除するこ
とを特徴とする。
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　［５］上記［４］に記載のトレース支援装置において、前記表示制御部は、前記候補文
表示領域および前記対応付文表示領域と前記第２の文を表示させるための第２の文章表示
領域とを、相互切り替え可能に前記表示記憶領域内にさらに設定し、前記トレース管理部
は、前記候補文表示領域および前記対応付文表示領域が前記表示記憶領域内に設定されて
いる場合に、前記候補文表示領域における前記候補文または前記対応付文表示領域におけ
る前記対応付文が指定されることに応じて、前記候補文表示領域および前記対応付文表示
領域から前記第２の文章表示領域に切り替えて、前記候補文または前記対応付文を含む前
記第２の文を前記第２の文章表示領域に記憶させる一方、前記第２の文章表示領域が前記
表示記憶領域内に設定されている場合に、前記第２の文章表示領域における一文が任意に
指定されることに応じて、前記第２の文章表示領域から前記前記候補文表示領域および前
記対応付文表示領域に切り替えて、前記候補文を前記候補文表示領域に記憶させるととも
に前記対応付文を前記対応付文表示領域に記憶させることを特徴とする。
【０００９】
　［６］上記の課題を解決するため、本発明の一態様であるトレース支援システムは、ト
レース支援装置と表示装置とを含むトレース支援システムにおいて、前記トレース支援装
置は、文書における所定の範囲内の文章から、文ごとに前記文を識別する文識別情報と前
記文が属する見出しを識別する見出し識別情報とを前記文に対応付けた、文章情報を生成
する文章情報生成部と、前記文章情報を記憶する文章情報記憶部と、前記文章情報記憶部
に記憶された、第１の文書に対応する第１の文章情報に含まれる第１の文と第２の文書に
対応する第２の文章情報に含まれる第２の文との、文同士の関連値を計算し、前記第１の
文章情報に含まれる第１の文識別情報と前記第２の文章情報に含まれる第２の文識別情報
と前記関連値とを対応付けた関連値情報を生成する関連値情報生成部と、前記関連値情報
を記憶する関連値情報記憶部と、前記第１の文を表示させるための第１の文章表示領域と
前記第２の文における候補文を表示させるための候補文表示領域とを、表示記憶領域内に
設定する表示制御部と、前記文章情報記憶部に記憶された前記第１の文を文単位で指定可
能に前記第１の文章表示領域に記憶させ、前記第１の文章表示領域から一文が任意に指定
された場合に、前記関連値情報記憶部から、前記一文に対応付けられた前記第１の文識別
情報と閾値を超える関連値とがともに含まれる関連値情報における前記第２の文識別情報
を抽出し、前記第２の文識別情報に対応付けられた前記見出し識別情報が示す文および前
記第２の文識別情報が識別する文を前記文章情報記憶部から読み込み、前記見出し識別情
報が示す文を見出しとするとともに前記第２の文識別情報が識別する文を前記候補文とし
て、前記見出しおよび前記候補文を前記候補文表示領域に記憶させるトレース管理部と、
を備え、前記表示装置は、前記表示記憶領域に記憶された情報を取り込んで表示する表示
部を備えることを特徴とする。
【００１０】
　［７］上記の課題を解決するため、本発明の一態様であるトレース支援方法は、文章情
報生成部が、文書における所定の範囲内の文章から、文ごとに前記文を識別する文識別情
報と前記文が属する見出しを識別する見出し識別情報とを前記文に対応付けた、文章情報
を生成し、前記文章情報を文章情報記憶部に記憶させる文章情報生成ステップと、関連値
情報生成部が、前記文章情報記憶部に記憶された、第１の文書に対応する第１の文章情報
に含まれる第１の文と第２の文書に対応する第２の文章情報に含まれる第２の文との、文
同士の関連値を計算し、前記第１の文章情報に含まれる第１の文識別情報と前記第２の文
章情報に含まれる第２の文識別情報と前記関連値とを対応付けた関連値情報を生成し、前
記関連値情報を関連値情報記憶部に記憶させる関連値情報生成ステップと、表示制御部が
、前記第１の文を表示させるための第１の文章表示領域と前記第２の文における候補文を
表示させるための候補文表示領域とを、表示記憶領域内に設定する表示領域設定ステップ
と、トレース管理部が、前記文章情報記憶部に記憶された前記第１の文を文単位で指定可
能に前記第１の文章表示領域に記憶させ、前記第１の文章表示領域から一文が任意に指定
された場合に、前記関連値情報記憶部から、前記一文に対応付けられた前記第１の文識別
情報と閾値を超える関連値とがともに含まれる関連値情報における前記第２の文識別情報
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を抽出し、前記第２の文識別情報に対応付けられた前記見出し識別情報が示す文および前
記第２の文識別情報が識別する文を前記文章情報記憶部から読み込み、前記見出し識別情
報が示す文を見出しとするとともに前記第２の文識別情報が識別する文を前記候補文とし
て、前記見出しおよび前記候補文を前記候補文表示領域に記憶させるトレース管理ステッ
プと、を有することを特徴とする。
【００１１】
　［８］上記の課題を解決するため、本発明の一態様であるトレース支援プログラムは、
文章情報記憶部および関連値情報記憶部を備えるコンピュータを、文書における所定の範
囲内の文章から、文ごとに前記文を識別する文識別情報と前記文が属する見出しを識別す
る見出し識別情報とを前記文に対応付けた、文章情報を生成し、前記文章情報を前記文章
情報記憶部に記憶させる文章情報生成部と、前記文章情報記憶部に記憶された、第１の文
書に対応する第１の文章情報に含まれる第１の文と第２の文書に対応する第２の文章情報
に含まれる第２の文との、文同士の関連値を計算し、前記第１の文章情報に含まれる第１
の文識別情報と前記第２の文章情報に含まれる第２の文識別情報と前記関連値とを対応付
けた関連値情報を生成し、前記関連値情報を前記関連値情報記憶部に記憶させる関連値情
報生成部と、前記第１の文を表示させるための第１の文章表示領域と前記第２の文におけ
る候補文を表示させるための候補文表示領域とを、表示記憶領域内に設定する表示制御部
と、前記文章情報記憶部に記憶された前記第１の文を文単位で指定可能に前記第１の文章
表示領域に記憶させ、前記第１の文章表示領域から一文が任意に指定された場合に、前記
関連値情報記憶部から、前記一文に対応付けられた前記第１の文識別情報と閾値を超える
関連値とがともに含まれる関連値情報における前記第２の文識別情報を抽出し、前記第２
の文識別情報に対応付けられた前記見出し識別情報が示す文および前記第２の文識別情報
が識別する文を前記文章情報記憶部から読み込み、前記見出し識別情報が示す文を見出し
とするとともに前記第２の文識別情報が識別する文を前記候補文として、前記見出しおよ
び前記候補文を前記候補文表示領域に記憶させるトレース管理部と、として機能させる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、ドキュメント間の文単位での高いトレーサビリティを実現することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態であるトレース支援システムの機能構成を示すブロック図で
ある。
【図２】文章情報記憶部が記憶する文章情報のデータ構成を示す図である。
【図３】関連値情報記憶部が記憶する関連値情報のデータ構成を示す図である。
【図４】対応付情報記憶部が記憶する対応付情報のデータ構成を示す図である。
【図５】、表示制御部の画像記憶部に設けられる表示記憶領域を模式的に示す図である。
【図６】表示記憶領域における第１の文章表示領域に記憶された表示データを示す図であ
る。
【図７】表示記憶領域における候補文表示領域に展開された表示データを示す図である。
【図８】表示記憶領域における対応付文表示領域に展開された表示データを示す図である
。
【図９】表示記憶領域における第２の文章表示領域に記憶された表示データを示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明を実施するための形態について、図面を参照して詳細に説明する。
　［１　構成］
　図１は、本発明の一実施形態であるトレース支援システムの機能構成を示すブロック図
である。同図に示すように、トレース支援システム１は、トレース支援装置１０と表示装
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置２０とケーブル３０とを備える。
【００１５】
　トレース支援装置１０は、二つの文書（第１の文書および第２の文書）を取り込み、文
書ごとに、各文をその属性とともに識別可能に管理する。文書（ドキュメント）は、文章
を含むデータである。文章は、一つまたは複数の文を有する。文は、文字列であり、文字
、記号、または文字および記号の組み合わせである。文書は、例えば、テキストデータ、
Ｈｙｐｅｒ　Ｔｅｘｔ　Ｍａｒｋｕｐ　Ｌａｎｇｕａｇｅ（ＨＴＭＬ）等のマークアップ
言語で記述されたデータである。
【００１６】
　また、トレース支援装置１０は、第１の文書の文（第１の文）と第２の文書の文（第２
の文）との全ての組み合わせについて、文同士の関連値を計算し、全ての関連値を管理す
る。
【００１７】
　トレース支援装置１０は、第１の文書の各文を指定可能に表示装置２０に表示させる。
そして、利用者によって所望の文が指定された場合、その文に対応する関連値のうち、所
定レベルを超える関連度（類似度）を示す関連値に対応付けられた第２の文を候補文とし
て選定する。そして、トレース支援装置１０は、候補文を選択可能に表示装置２０に表示
させる。また、トレース支援装置１０は、候補文が属する見出しと、候補文よりも前の文
および候補文よりも後の文またはいずれか一方の文とを、候補文に対応付けて表示装置２
０に表示させる。
【００１８】
　また、トレース支援装置１０は、利用者によって候補文が選択された場合、現在指定さ
れている第１の文書における所望の文に、選択された候補文を対応付け、この対応関係を
管理する。
【００１９】
　図１に示すとおり、トレース支援装置１０は、文書取得部１１と、文章情報生成部１２
と、文章情報記憶部１３と、関連値情報生成部１４と、関連値情報記憶部１５と、表示制
御部１６と、トレース管理部１７と、対応付情報記憶部１８と、操作部１９とを備える。
【００２０】
　操作部１９は、利用者による操作に応じてトレース支援装置１０に所望の指示情報や入
力データを供給する入力装置である。操作部１９は、例えば、マウス等のポインティング
デバイス、キーボード、タッチパネルにより実現される。
【００２１】
　文書取得部１１は、文書を取り込む。例えば、文書取得部１１は、ネットワーク等の通
信線を介して文書を取り込む。または、文書取得部１１は、文書が記録された記録媒体を
介して文書を取り込む。または、文書取得部１１は、操作部１９が操作されることにより
操作部１９から供給される文書を取り込む。そして、文書取得部１１は、取り込んだ文書
を文章情報生成部１２に供給する。
【００２２】
　文章情報生成部１２は、文書取得部１１から供給される文書を取り込む。そして、文章
情報生成部１２は、文書における所定の範囲内の文章から、文ごとに文の属性を示すとと
もに文を識別する識別情報をその文に対応付けた、文章情報を生成し、この文章情報を文
章情報記憶部１３に供給する。所定範囲内の文章は、文書全体における文章、または、操
作部１９が操作されることにより所望に指定される範囲の文章である。文の属性は、文書
におけるその文の位置付けを示す情報であり、例えば、文が見出し（ヘッドライン）であ
るか否か、その文が見出しでない場合にどの見出しに対応付けられるかを示す情報である
。見出しは、例えば、章、節、項を示す情報である。文章情報の具体例については、後述
する。
【００２３】
　文章情報記憶部１３は、文章情報生成部１２から供給される文章情報を文書ごとに記憶



(9) JP 2013-175136 A 2013.9.5

10

20

30

40

50

する。文章情報記憶部１３は、例えば、磁気ハードディスク装置または半導体記憶装置に
より実現される。
【００２４】
　トレース支援装置１０は、第１の文書を文書取得部１１に取得させ、文章情報生成部１
２に第１の文書についての第１の文章情報を生成させ、この第１の文章情報を文章情報記
憶部１３に記憶させる。また、トレース支援装置１０は、第２の文書を文書取得部１１に
取得させ、文章情報生成部１２に第２の文書についての第２の文章情報を生成させ、この
第２の文章情報を文章情報記憶部１３に記憶させる。
【００２５】
　関連値情報生成部１４は、文章情報記憶部１３に記憶された、第１の文章情報に含まれ
る第１の文と、第２の文章情報に含まれる第２の文との、全ての組み合わせによる文同士
の関連値を計算する。そして、関連値情報生成部１４は、第１の文章情報に含まれる第１
の文識別情報と、第２の文章情報に含まれる第２の文識別情報と、文同士の関連値とを対
応付けた関連値情報を生成し、この関連値情報を関連値情報記憶部１５に供給する。関連
値情報の具体例については、後述する。
【００２６】
　関連値情報記憶部１５は、関連値情報生成部１４から供給される関連値情報を記憶する
。関連値情報記憶部１５は、例えば、磁気ハードディスク装置または半導体記憶装置によ
り実現される。
【００２７】
　表示制御部１６は、表示装置２０に画像を表示させるための画像記憶部（不図示）を備
える。画像記憶部は、例えば、フレームメモリ等の画像メモリにより実現される。表示制
御部１６は、第１の文章表示領域と、候補文表示領域と、対応付文表示領域とに区分され
る１画像フレーム分の表示記憶領域を、画像記憶部に設ける。また、表示制御部１６は、
候補文表示領域および対応付文表示領域を合わせた表示領域と同一の表示領域を有する第
２の文章表示領域を、候補文表示領域および対応付文表示領域を合わせた表示領域と相互
切り替え可能に、画像記憶部に設ける。
【００２８】
　第１の文章表示領域は、第１の文章情報に含まれる第１の文を表示装置２０に表示させ
るための領域である。候補文表示領域は、第２の文章情報に含まれる第２の文における候
補文と、この候補文が属する見出しと、その候補文よりも前の文および候補文よりも後の
文またはいずれか一方の文とを、表示装置２０に表示させるための領域である。対応付文
表示領域は、操作部１９が操作されることにより選択された候補文を対応付文として表示
させるための領域である。
【００２９】
　また、表示制御部１６は、操作部１９の操作に応じて指定される表示記憶領域上の位置
に、カーソル（ポインタ）の図形データ（以下、カーソルという。）を記憶させる。
【００３０】
　トレース管理部１７は、文章情報記憶部１３に記憶された第１の文を文単位で指定可能
に、表示制御部１６の第１の文章表示領域に記憶させる。例えば、トレース管理部１７は
、文章情報記憶部１３に記憶された第１の文における各文を、操作部１９の操作に応じて
指定可能に、表示制御部１６の第１の文章表示領域に記憶させる。
【００３１】
　トレース管理部１７は、操作部１９が操作されることにより第１の文章表示領域に記憶
された一文（所望の一つの文）が指定されたことを検出すると、関連値情報記憶部１５か
ら、その一文に対応付けられた第１の文識別情報と閾値を超える関連値とがともに含まれ
る関連値情報における、一組または複数組の第２の文識別情報および関連値を抽出する。
操作部１９によって一文が指定されるとは、例えば、第１の文章表示領域においてカーソ
ルの一部または全部が一文に重なった状態で、マウスの選択ボタンがクリックされること
である。そして、トレース管理部１７は、一組または複数組の第２の文識別情報および関
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連値を、関連値が大きな順（関連度が高い順）に順位付けする。ただし、関連値が同一で
あるものについては、第２の文書における文の並び順に順位付けする。
【００３２】
　また、トレース管理部１７は、指定された一文に含まれる文字（記号を含む。）の属性
を変更したり、文字に装飾を付加したりして、第１の文章表示領域に記憶された一文を更
新する。文字の属性は、例えば、文字色、書体、文字の大きさ、背景色である。装飾は、
例えば、下線、枠である。
【００３３】
　そして、トレース管理部１７は、抽出した第２の文識別情報に対応する属性に応じた文
（見出し）と、その第２の文識別情報が示す文（候補文）と、第２の文において候補文よ
りも前の文（前部参照文）および候補文よりも後の文（後部参照文）またはいずれか一方
の文とを、文章情報記憶部１３から読み込む。この、文章情報記憶部１３から読み込む文
を参照文と呼ぶ。前部参照文は、候補文の直前にある一つまたは複数（例えば二つ）の文
である。同様に、後部参照文は、候補文の直後にある一つまたは複数（例えば二つ）の文
である。
【００３４】
　そして、トレース管理部１７は、見出しと、候補文と、参照文と、選択ボタンの図形デ
ータ（以下、選択ボタンという。）と、順位と、関連値とを、表示制御部１６の候補文表
示領域に記憶させる。選択ボタンは、カーソルによって候補文を選択させるためのウィジ
ェット（Ｗｉｄｇｅｔ）である。選択ボタンは、例えば、チェックボックス、ラジオボタ
ン、またはトグルボタンである。ただし、トレース管理部１７は、候補文に含まれる文字
（記号を含む。）の属性を変更したり、文字に装飾を付加したりして、候補文表示領域に
記憶させる。
【００３５】
　トレース管理部１７は、操作部１９が操作されることにより候補文表示領域に記憶され
た候補文が選択されたことを検出すると、候補文を対応付文として表示制御部１６の対応
付文表示領域に記憶させるとともに、その候補文に対応する、見出しと参照文と選択ボタ
ンと順位と関連値とを対応付文表示領域に記憶させる。ただし、トレース管理部１７は、
対応付文に含まれる文字（記号を含む。）の属性を変更したり、文字に装飾を付加したり
して、対応付文表示領域に記憶させる。候補文表示領域に記憶された候補文が選択される
とは、候補文表示領域において候補文に対応付けられた選択ボタンにカーソルの一部また
は全部が重なった状態で、マウスの選択ボタンがクリックされることである。そして、ト
レース管理部１７は、候補文表示領域から対応付文である候補文と、この候補文に対応す
る、見出しと参照文と選択ボタンと順位と関連値とを削除する。
【００３６】
　そして、トレース管理部１７は、表示制御部１６の第１の文章表示領域に記憶された第
１の文において指定されている一文に対応付けられた文識別情報（第１の文識別情報）と
、対応付文に対応付けられた文識別情報（第２の文識別情報）とを対応づけた対応付情報
を生成し、この対応付情報を対応付情報記憶部１８に供給する。
【００３７】
　トレース管理部１７は、候補文表示領域および対応付文表示領域が表示制御部１６の表
示記憶領域内に設定されている場合に、候補文表示領域における候補文または対応付文表
示領域における対応付文が指定されることに応じて、候補文表示領域および対応付文表示
領域から第２の文章表示領域に切り替える。そして、トレース管理部１７は、指定された
候補文または対応付文を含む第２の文を第２の文章表示領域に記憶させる。候補文表示領
域における候補文が指定されるとは、例えば、候補文表示領域においてカーソルの一部ま
たは全部が候補文に重なった状態で、マウスの選択ボタンがクリックされることである。
同様に、対応付文表示領域における対応付文が指定されるとは、例えば、対応付文表示領
域においてカーソルの一部または全部が対応付文に重なった状態で、マウスの選択ボタン
がクリックされることである。そして、トレース管理部１７は、候補文または対応付文に
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対応する選択ボタン、順位、および関連値を、候補文または対応付文に対応付けて第２の
文章表示領域に記憶させる。ただし、トレース管理部１７は、対応付文に対応する選択ボ
タンに、この選択ボタンが選択されたことを示すチェックマークを付加して記憶させる。
また、トレース管理部１７は、候補文および対応付文を除く各文に、選択ボタンを対応付
けて第２の文章表示領域に記憶させる。
【００３８】
　また、トレース管理部１７は、第２の文章表示領域が表示制御部１６の表示記憶領域内
に設定されている場合に、操作部１９が操作されることにより第２の文章表示領域に記憶
された文が選択されたことを検出すると、その文を対応付文として対応付文表示領域に記
憶させる。ただし、トレース管理部１７は、対応付文に含まれる文字（記号を含む。）の
属性を変更したり、文字に装飾を付加したりして、対応付文表示領域に記憶させる。第２
の文章表示領域に記憶された文が選択されるとは、第２の文章表示領域において文に対応
付けられた選択ボタンにカーソルの一部または全部が重なった状態で、マウスの選択ボタ
ンがクリックされることである。そして、トレース管理部１７は、チェックマークをクリ
ックされた選択ボタンに付加して第２の文章表示領域に記憶させる。
【００３９】
　また、トレース管理部１７は、第２の文章表示領域が表示制御部１６の表示記憶領域内
に設定されている場合に、第２の文章表示領域における一文が任意に指定されることに応
じて、第２の文章表示領域から前記候補文表示領域および対応付文表示領域に切り替えて
、候補文を候補文表示領域に記憶させるとともに対応付文を対応付文表示領域に記憶させ
る。第２の文章表示領域における一文が任意に指定されるとは、例えば、第２の文章表示
領域においてカーソルの一部または全部が一文に重なった状態で、マウスの選択ボタンが
クリックされることである。
【００４０】
　対応付情報記憶部１８は、トレース管理部１７から供給される対応付情報を記憶する。
対応付情報記憶部１８は、例えば、磁気ハードディスク装置または半導体記憶装置により
実現される。
【００４１】
　表示装置２０は、表示部２１を備える。表示装置２０は、ディスプレイ装置であり、例
えば、液晶表示装置により実現される。表示装置２０は、トレース支援装置１０の表示制
御部１６からケーブル３０を通して供給される表示データを取り込み、この表示データを
表示部２１に供給する。表示データは、表示制御部１６の画像記憶部に記憶された表示記
憶領域のデータである。表示部２１は、表示データを取り込んで表示する。表示部２１は
、例えば、液晶表示パネルにより実現される。
【００４２】
　ケーブル３０は、トレース支援装置１０が出力する表示データを表示装置２０に供給す
る信号ケーブルである。
【００４３】
　［２　データ構成］
　図２は、文章情報記憶部１３が記憶する文章情報のデータ構成を示す図である。同図に
示すように、文章情報は、「識別情報」と「文」とを対応付けたデータテーブルである。
「文管理情報」は、対応する文の属性を示すとともに文を識別する情報である。具体的に
、「識別情報」は、「文識別情報」および「見出し識別情報」を有する。「文識別情報」
は、対応する文を識別する情報である。「見出し識別情報」は、対応する文が属する文（
上位の文）、言い換えると、対応する文が属する見出しの文識別情報である。「文」は、
文書における所定の範囲内の文章に含まれる一つの文である。
【００４４】
　図３は、関連値情報記憶部１５が記憶する関連値情報のデータ構成を示す図である。同
図に示すように、関連値情報は、第１の文章情報に含まれる第１の文と第２の文章情報に
含まれる第２の文との、全ての組み合わせによる文同士の「関連値」を、第１の文の「第
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１の文識別情報」および第２の文の「第２の文識別情報」に対応付けたデータテーブルで
ある。同図において、行方向の文識別情報が第１の文の「第１の文識別情報」であり、列
方向の文識別情報が第２の文の「第２の文識別情報」である。
【００４５】
　図４は、対応付情報記憶部１８が記憶する対応付情報のデータ構成を示す図である。同
図に示すように、対応付情報は、第１の文章情報に含まれる所望の一文に対応付けられた
第１の文識別情報と、第２の文章情報に含まれる対応付文に対応付けられた第２の文識別
情報とを対応付けたデータテーブルである。
【００４６】
　［３　表示記憶領域］
　図５は、表示制御部１６の画像記憶部に設けられる表示記憶領域を模式的に示す図であ
る。同図において、１画像フレームに対応する表示記憶領域５ａは、第１の文章表示領域
５１と、候補文表示領域５２と、対応付文表示領域５３とに区分される。
　また、表示記憶領域５ｂは、表示記憶領域５ａにおいて、候補文表示領域５２および対
応付文表示領域５３を第２の文章表示領域５４に切り替えたものである。
【００４７】
　図６は、表示記憶領域における第１の文章表示領域に記憶された表示データを示す図で
ある。同図において、第１の文章表示領域６は、第１の文章情報に含まれる第１の文を記
憶する。同図に示すように、第１の文章表示領域６は、文ごとに改行して表示されるよう
に、第１の文を記憶する。なお、第１の文章表示領域６は、見出しを除く文が改行せずに
表示されるように、第１の文を記憶してもよい。また、同図において、指定された一文６
１は、その文字の属性が、他の文の文字の属性と異なっている。
【００４８】
　図７は、表示記憶領域における候補文表示領域に展開された表示データを示す図である
。同図において、候補文表示領域７は、候補文７１と、見出し７２と、前部参照文７３と
、後部参照文７４と、選択ボタン７５と、順位７６と、関連値７７とを記憶する。候補文
７１は、第２の文章情報に含まれる第２の文における候補文である。候補文７１は、その
文字の属性が、他の文の文字の属性と異なっている。見出し７２は、候補文７１が属する
見出しである。前部参照文７３は、第２の文書において候補文７１よりも前にある参照文
である。後部参照文７４は、第２の文書において候補文７１よりも後にある参照文である
。選択ボタン７５は、候補文７１を選択させるためのチェックボックスである。順位７６
は、トレース管理部１７が選定した候補文の関連値に応じた順位である。関連値７７は、
第１の文章表示領域６に記憶された、指定された一文６１と候補文７１との関連値である
。
【００４９】
　図８は、表示記憶領域における対応付文表示領域に展開された表示データを示す図であ
る。同図において、対応付文表示領域８は、対応付文８１と、見出し８２と、前部参照文
８３と、後部参照文８４と、選択ボタン８５と、順位８６と、関連値８７とを記憶する。
対応付文８１は、トレース管理部１７が対応付けした対応付文である。対応付文８１は、
その文字の属性が、他の文の文字の属性と異なっている。見出し８２、前部参照文８３、
後部参照文８４、選択ボタン８５、順位８６、および関連値８７は、図７に示した、見出
し７２、前部参照文７３、後部参照文７４、選択ボタン７５、順位７６、および関連値７
７と同一のデータである。選択ボタン７５には、対応付けがされたことを示すチェックマ
ークＭが記憶されている。
【００５０】
　図９は、表示記憶領域における第２の文章表示領域に記憶された表示データを示す図で
ある。同図において、第２の文章表示領域９は、第２の文章情報に含まれる第２の文を記
憶する。同図に示すように、第２の文章表示領域９は、文ごとに改行して表示されるよう
に、第２の文を記憶する。なお、第２の文章表示領域９は、見出しを除く文が改行せずに
表示されるように、第２の文を記憶してもよい。
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　また、候補文表示領域に候補文が記憶されている場合、その候補文に該当する文９１の
文字の属性が、他の文の文字の属性と異なる。また、第２の文章表示領域９は、候補文に
対応付けられた、順位９２、関連値９３、および選択ボタン９４を文９１に対応付けて記
憶する。
　また、対応付文表示領域に対応付文が記憶されている場合、その対応付文に該当する文
９５の文字の属性が、他の文の文字の属性と異なる。また、第２の文章表示領域９は、対
応付文に対応付けられた、順位９６、関連値９７、選択ボタン９８、およびチェックマー
クＭを文９５に対応付けて記憶する。
　また、第２の文章表示領域９は、候補文および対応付文を除く各文に、選択ボタンを対
応付けて記憶する。
【００５１】
　［４　処理］
　［４－１．文章情報生成処理］
　文章情報生成部１２は、文書取得部１１から取得した文書における所定の範囲内の文章
を、文ごとに区分する。例えば、文章情報生成部１２は、文章から改行コードおよび句点
コードを検出することによって文の区切りを判断し、文章を文ごとに区分する。
　次に、文章情報生成部１２は、文を識別する文識別情報を各文に対応付ける。
【００５２】
　次に、文章情報生成部１２は、文ごとに、この文が見出しであるか否かを判定する。例
えば、文章情報生成部１２は、“第　章”、“第　節”等の見出しのテンプレートをあら
かじめ記憶しておき、文と各テンプレートとを比較して一致する場合に、その文が見出し
であると判定する。または、文書がマークアップ言語により記述されたデータである場合
、文章情報生成部１２は、文のタグ解析を実行することにより、その文が見出しであるか
否かを判定する。
【００５３】
　次に、文章情報生成部１２は、見出しでないと判定した文（本文）に、この本文が属す
る見出しに対応する文識別情報を見出し識別情報として本文に対応付けることにより、文
章情報を生成する。すなわち、文章情報生成部１２は、文書における所定の範囲内の文章
から、文ごとにこの文を識別する文識別情報とその文が属する見出しを識別する見出し識
別情報とをその文に対応付けた、文章情報を生成する。
【００５４】
　［４－２．関連値計算処理］
　関連値情報生成部１４は、第１の文章情報に含まれる第１の文と第２の文章情報に含ま
れる第２の文との全ての組み合わせによる文同士の関連値を、例えば、単語の出現頻度お
よび逆文書頻度（Ｔｅｒｍ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－Ｉｎｖｅｒｓｅ　Ｄｏｃｕｍｅｎｔ　
Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ；ＴＦ－ＩＤＦ）法によって計算する。すなわち、関連値情報生成部
１４が計算する関連値は、対象となる二つの文それぞれに出現する単語の出現確率が似て
いるほど、また、特徴的な単語が二つの文に共通に含まれる割合が高いほど、大きな値と
なる。
【００５５】
　具体的に、関連値情報生成部１４は、例えば形態素解析処理を実行することによって文
を単語に分解する。次に、関連値情報生成部１４は、公知のＴＦ－ＩＤＦ法を適用し、文
に出現する単語の出現頻度を計算し、また、その文における単語の重要度を計算する。関
連値情報生成部１４は、対象となる二つの文において、単語の出現頻度が近いほど大きく
、重要度が強い単語が共通に含まれるほど大きい値となる関連値を求める。
【００５６】
　以上説明したとおり、本発明の一実施形態であるトレース支援装置１０は、第１の文書
および第２の文書それぞれについて、文書における所定の範囲内の文章から、文ごとにこ
の文を識別する文識別情報とその文が属する見出しを識別する見出し識別情報とをその文
に対応付けた、文章情報を生成する。
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　そして、トレース支援装置１０は、第１の文書に対応する第１の文章情報に含まれる第
１の文と第２の文書に対応する第２の文章情報に含まれる第２の文との、全ての組み合わ
せによる文同士の関連値を計算する。そして、トレース支援装置１０は、第１の文章情報
に含まれる第１の文識別情報と第２の文章情報に含まれる第２の文識別情報と関連値とを
対応付けた関連値情報を生成する。
【００５７】
　すなわち、本実施形態であるトレース支援装置１０は、文同士の関連度を取得するよう
にした。
【００５８】
　そして、トレース支援装置１０は、第１の文を表示させるための第１の文章表示領域と
、第２の文における候補文を表示させるための候補文表示領域とを、表示記憶領域内に設
定する。
　そして、トレース支援装置１０は、第１の文を文単位で指定可能に第１の文章表示領域
に記憶させ、第１の文章表示領域から一文が任意に指定された場合に、一文に対応付けら
れた第１の文識別情報と閾値を超える関連値とがともに含まれる関連値情報における第２
の文識別情報を抽出する。そして、トレース支援装置１０は、第２の文識別情報に対応付
けられた見出し識別情報が示す文および第２の文識別情報が識別する文を取得する。そし
て、トレース支援装置１０は、見出し識別情報が示す文を見出しとするとともに第２の文
識別情報が識別する文を候補文として、見出しおよび候補文を候補文表示領域に記憶させ
る。
【００５９】
　すなわち、本実施形態であるトレース支援装置１０は、第１の文書において任意に指定
された一文に対して、一定レベルを超える関連度を有する、言い換えると類似する候補文
を表示させるようにした。
　このように構成したことにより、第１の文書において所望に指定した一文に類似する文
を第２の文書から探す作業（トレース）の作業効率を高くすることができる。
【００６０】
　さらに、トレース支援装置１０は、第２の文において、候補文よりも前の文およびこの
候補文よりも後の文またはいずれか一方の文を、候補文表示領域にさらに記憶させる。
　このように構成したことにより、候補文の前後関係を利用者に提示することができるた
め、文のトレーサビリティを更に向上させることができる。
【００６１】
　さらに、トレース支援装置１０は、第２の文における対応付文を表示させるための対応
付文表示領域を、表示記憶領域内にさらに設定し、候補文を選択可能に候補文表示領域に
記憶させ、候補文が選択された場合に、候補文を対応付文表示領域に記憶させるとともに
、候補文表示領域から候補文を削除する。
　このように構成したことにより、提示された候補文を確認した利用者によって直接、所
望の一文と候補文とを対応付けることができ、精度が高いトレースを行うことができる。
【００６２】
　さらに、トレース支援装置１０は、候補文表示領域および対応付文表示領域と第２の文
を表示させるための第２の文章表示領域とを、相互切り替え可能に表示記憶領域内にさら
に設定する。そして、トレース支援装置１０は、候補文表示領域および対応付文表示領域
が表示記憶領域内に設定されている場合に、候補文表示領域における候補文または対応付
文表示領域における対応付文が指定されることに応じて、候補文表示領域および対応付文
表示領域から第２の文章表示領域に切り替えて、候補文または対応付文を含む第２の文を
第２の文章表示領域に記憶させる。一方、トレース支援装置１０は、第２の文章表示領域
が表示記憶領域内に設定されている場合に、第２の文章表示領域における一文が任意に指
定されることに応じて、第２の文章表示領域から前記候補文表示領域および対応付文表示
領域に切り替えて、候補文を候補文表示領域に記憶させるとともに対応付文を対応付文表
示領域に記憶させる。
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　このように構成したことにより、候補文と第２の文との相互切り替え表示、または候補
文および対応付文と第２の文との相互切り替え表示を実現することができ、利用者による
トレースの作業性を向上させることができる。
【００６３】
　したがって、本実施形態によれば、文書間の文単位での高いトレーサビリティを実現す
ることができる。
【００６４】
　なお、本実施形態では、トレース支援装置１０のトレース管理部１７が、第１の文章表
示領域に記憶された一文が指定されたことを検出すると、関連値情報記憶部１５から、そ
の一文に対応付けられた第１の文識別情報と閾値を超える関連値とがともに含まれる関連
値情報における、一組または複数組の第２の文識別情報および関連値を抽出する例とした
。これ以外にも、トレース管理部１７が、第１の文章表示領域に記憶された一文が指定さ
れたことを検出すると、関連値情報記憶部１５から、その一文に対応付けられた第１の文
識別情報が含まれる関連値情報における、一組または複数組の第２の文識別情報および関
連値を、関連値が大きな順（関連度が高い順）に所定数分（例えば、１０個）抽出するよ
うにしてもよい。
【００６５】
　また、本実施形態では、トレース支援装置１０が、二つの文書（第１の文書および第２
の文書）を取り込む例とした。これ以外にも、トレース支援装置１０が、単一の文書にお
いて第１の範囲内の文章と第２の範囲内の文章とについて、第１の範囲内の文章から指定
された一文に対する候補文を、第２の範囲内の文章から選定するようにしてもよい。この
場合、第１の範囲と第２の範囲とは、部分的に重複してもよいし、重複しなくてもよい。
また、一方の範囲に他方の範囲が含まれてもよい。
【００６６】
　また、上述した実施形態であるトレース支援装置１０の一部の機能をコンピュータで実
現するようにしてもよい。この場合、その機能を実現するためのトレース支援プログラム
をコンピュータ読み取り可能な記録媒体に記録し、この記録媒体に記録されたトレース支
援プログラムをコンピュータシステムに読み込ませて、このコンピュータシステムが実行
することによって実現してもよい。なお、このコンピュータシステムとは、オペレーティ
ング・システム（Ｏｐｅｒａｔｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ；ＯＳ）や周辺装置のハードウェア
を含むものである。また、コンピュータ読み取り可能な記録媒体とは、フレキシブルディ
スク、光磁気ディスク、光ディスク、メモリカード等の可搬型記録媒体、コンピュータシ
ステムに備えられる磁気ハードディスクやソリッドステートドライブ等の記憶装置のこと
をいう。さらに、コンピュータ読み取り可能な記録媒体とは、インターネット等のコンピ
ュータネットワーク、および電話回線や携帯電話網を介してプログラムを送信する場合の
通信回線のように、短時間の間、動的にプログラムを保持するもの、さらには、その場合
のサーバ装置やクライアントとなるコンピュータシステム内部の揮発性メモリのように、
一定時間プログラムを保持するものを含んでもよい。また上記のトレース支援プログラム
は、前述した機能の一部を実現するためのものであってもよく、さらに、前述した機能を
コンピュータシステムにすでに記録されているプログラムとの組み合わせにより実現する
ものであってもよい。
【００６７】
　以上、本発明の実施の形態について図面を参照して詳述したが、具体的な構成はその実
施形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計等も含まれる。
【符号の説明】
【００６８】
　１　トレース支援システム
　１０　トレース支援装置
　１１　文書取得部
　１２　文章情報生成部
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　１３　文章情報記憶部
　１４　関連値情報生成部
　１５　関連値情報記憶部
　１６　表示制御部
　１７　トレース管理部
　１８　対応付情報記憶部
　１９　操作部
　２０　表示装置
　２１　表示部
　３０　ケーブル

【図１】 【図２】

【図３】

【図４】
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